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研究成果の概要（和文）：本研究では、高齢者550人を対象に、ロコモの進行に影響する要因やロコモとフレイ
ル・サルコペニア・骨粗鬆症といった障害との関連を明らかにし、ロコモの重症度別の運動介入の効果を検証す
ることを目的とした. 結果として、ロコモは高齢者の将来の転倒に影響していること、骨強度の指標である身長
低下も将来の転倒に関連していることを明らかにした．また筋肉量と骨密度の両方が低下している人は、片方だ
けの障害に比べ、有意に生活機能が低下していることを明らかにした．さらにロコモは、フレイルやサルコペニ
アを包含することが示され、ロコモへの早期からの対策が、フレイルやサルコペニアの対策となることが示され
た．

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to investigate locomotive syndrome in elderly 
subjects to clarify factors affecting the progression of locomotive syndrome and the association 
between locomotive syndrome and frailty, sarcopenia, and osteoporosis, and to examine the effects of
 exercise intervention according to the severity of locomotive syndrome. The subjects were 550 
community-dwelling elderly people. The results of this study revealed that locomotive syndrome 
affects future falls in the elderly, and that height loss is also associated with future falls in 
the elderly. Height loss is an assessment known to be associated with osteoporosis. Furthermore, 
locomotive syndrome was shown to be a relationship that encompasses frailty and sarcopenia. Hence, 
it was inferred that early intervention in locomotive syndrome may influence the prevention of frail
 and sarcopenia.

研究分野： 老年学

キーワード： ロコモティブシンドローム　フレイル　サルコペニア　高齢者　介護予防　健康増進　転倒予防

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究の結果から、ロコモティブシンドロームが重症化するとフレイルやサルコペニアへと進行する可能性が
示唆され、できるだけ早期からロコモティブシンドロームへの対策を行うことが、フレイルやサルコペニアの予
防につながることが推察された。
　ロコモティブシンドロームの対策は、対象者のロコモティブシンドロームの重症度や転倒リスクの程度によっ
て運動内容を変える必要があるが、本研究の成果は、ロコモティブシンドローム予防方法の確立に寄与すると考
えている。さらに本研究の成果を元に、人間ドックにおけるロコモ健診システムの構築に向けての研究が現在進
行中である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 高齢化率が進む我が国では、変形性膝関節症・変形性腰椎症・骨粗鬆症のいずれかの運
動器障害を抱える人は、4700 万人と推定されている。また平成 28 年度の国民生活基礎調
査によれば，要介護の原因で，転倒・骨折は 12。1％、関節疾患は 10。2％であり，2 割以
上が運動器障害により要介護となっている現状にある。そのため高齢者の介護予防には、運
動器の障害、すなわちロコモティブシンドローム(運動器症候群：ロコモ)の予防が重要であ
る。 
ロコモとは、2007 年に日本整形外科学会が提唱した概念であり，「運動器の障害により移

動能力が低下した状態」と定義され，ロコモの状態が進行すると要介護の状態や要介護の危
険があるとされている。 
またロコモは 3 種類のロコモ度テストから判定される。ロコモ度テストは，2015 年に日

本整形外科学会が発表したテストであり，運動測定である立ち上がりテストと 2 ステップ
テストに加え，アンケート調査のロコモ 25 の 3 種類からなるテストである。3 種類の「ロ
コモ度テスト」には，それぞれ 2 段階の基準が設けられており，その結果からロコモの重症
度である「ロコモ度 1：移動機能の低下が始まっている段階」と「ロコモ度 2：移動機能の
低下が進行している段階」を判定する。 
さらに先行研究によれば，3 種類のロコモ度テストに該当した者は，3 年後の運動機能が

低下していたことが報告されており(Yoshimura，2012)，ロコモ度テストに該当する高齢者
は，将来，要介護になる可能性が高いとされている。 
以上のことから，高齢化・長寿化の進む我が国においては，要介護の原因となり，今後も

増加することが予想されるロコモを予防することが重要な課題である。 
 
ロコモを予防するには，ロコモの疑いのある中高年者を早期に発見し，適切な介入を行う

必要がある。しかし地域の中高年者が，自分でロコモ（移動機能の低下）であることを早期
に自覚することは難しく，自覚した際には，すでにロコモが進行していることが少なくない。
ロコモを予防するためには，地域の中高年者に潜むロコモを正確に評価し，重症度に合わせ
た適切なアプローチを実行するシステムを構築する必要があると考える。 
このような背景から、研究者らは，地域の中高年者を対象に，ロコモ予防を目的とした調

査研究と無作為化比較対象試験による運動介入に取り組んできた。その結果、下記のような
研究結果を得ている。 
・ロコモ度 1 に該当した者は 55。9％，ロコモ度 2 に該当した者は 11。1％であった。 
・6 ヶ月間の自宅でのロコモーショントレーニング(ロコトレ)の介入研究において，介入
群は対象群に比較して，下肢筋力や歩行速度などが有意に改善した(Maruya，2016) 

・6 ヶ月間の自宅でのロコトレ介入によっ
て，介入群では，ロコモ度 1 に該当する
中高年者が減少し，ロコモが改善するこ
とが明らかとなった(未発表)。 

・課題としては，元々ロコモが進行してい
るロコモ度 2 の中高年者は，自宅での運
動だけでは効果が少ないことが示され
た(表 1，未発表)。そのため，ロコモ度２
の中高年者では、個々のロコモの障害に
合わせたトレーニングが必要となると
考えられた。 

 
以上のことから，ロコモを予防するには，地域の中高年者に潜むロコモを正確に評価し，

重症度に合わせた適切な介入を行う健診システムを確立し，その効果を検証していく必要
がある。 
 
 
２．研究の目的 
本研究では，中高年者のロコモを予防するための健診システムを構築するために，下記の

2 つのことを具体的な目的とする。研究 1 では、ロコモを発見するためのシステムを確立す
るために、ロコモ、フレイル、サルコペニア、骨粗鬆症、転倒といった老年症候群の相互関
係性を明らかにする。研究 2 では、ロコモの重症度に応じた運動介入の効果を検証し，ロコ
モの予防方法を明らかにする。 



 
３．研究の方法 
本研究では，中高年者のロコモを予防するための健診システムを構築するために，下記の

研究 1 と研究 2 を実施した。 
 
・研究 1：「ロコモ健診」でのロコモの縦断的調査 
研究 1 では，中高年者を対象にした「ロコモ健診」を実施した。対象は地域高齢者 550 人

であった。測定項目は，ロコモ度テストに加え，体脂肪率、筋肉量、骨密度、筋力，バラン
ス、歩行などの運動機能を評価する。またアンケートで，痛み，転倒・骨折の発生，生活機
能，QOL 等を評価する。さらに、これらの評価からロコモ、フレイル、サルコペニア、骨
粗鬆症を定義した。 
解析では、ロコモとフレイル、サルコペニア、骨粗鬆症、転倒などの関係性を明らかにし、

ロコモ発生に関わる要因や、ロコモがフレイル、サルコペニア、転倒に影響するかを検討し
た。 

 
・研究 2：ロコモ度重症度別の運動介入研究 
 研究 2 では，研究 1 で測定したロコモ度を元に、ロコモの重症度別に対象者を分ける。
その上で、ロコトレ介入群と対照群に無作為に分け，ロコトレ介入効果の検証を行う。ロコ
モ度 1 の対象者に対してはホームエクササイズによるロコトレ介入を、ロコモ度 2 の対象
者に対しては個別のロコトレ介入を実施し、その効果を検証する。 
 なお、研究 2 については、新型コロナウイルス感染症の影響で、研究開始時期が遅れ、現
在効果検証の解析中である。 
 
４．研究成果 
本研究では、研究 1 として，高齢者を対象にロコモの調査を行い，ロコモの進行に影響す

る要因やロコモとフレイル・サルコペニア・骨粗鬆症といった障害との関連を明らかにする。
研究 2 では，ロコモの重症度別に介入研究を実施し，その効果を検証する。研究 2 では 4 年
間の研究期間中、年 2 回の調査を 4 回実施する。研究 2 は令和元年度より介入研究を実施
する予定となっていた。 
新型コロナウイルス感染症の影響で、研究フィールドである地方自治体の高齢者向けの

イベントが中止や延期になることが多かったため、対象者数は予定より少なかったが、約
550 名の高齢者の方に参加いただいた。測定した項目は，運動機能として握力，5 回立ち上
がり時間，片脚立ち時間，歩行速度を調査した。またロコモ度テストである立ち上がりテス
ト，2 ステップテスト，ロコモ 25 を調査している。さらに運動器の障害を調査するために，
体脂肪，筋肉量，踵骨骨密度を測定している。認知機能では，主観的記憶の調査票，RDSTJ，
CADi を測定している。その他生活機能や QOL をアンケートにて測定した。 
本研究における解析により、下記の内容が明らかとなり、国内外の学会や論文により報告

している。 
①ロコモ度テストの一つである「立ち上がりテスト」において、40cm 台からの片脚立ち
上がりができない場合は、できる人に比べて、将来の転倒する確率が約 2 倍大きくな
ることが明らかとなった。 

②2cm 以上の身長低下がある対象者は、そのでない対象者と比較して、将来の転倒確率が
約 2 倍高まることが明らかとなった。 

③筋肉量と骨密度の両方が低下している（サルコペニアと骨粗鬆症が併存している場合）
は、片方だけの障害に比べ、有意に生活機能が低下してしまうことが明らかとなった。 

④ロコモ度テストの一つである「2 ステップテスト」は、高齢者の歩行能力と密接に関連
しているが、さらに本研究により、2 ステップテストの結果は、認知機能とも関連して
いることが明らかとなった。 

⑤ロコモは、フレイルやサルコペニアを包含することが示され、ロコモはフレイルやサル
コペニアより早い時期から発生することが明らかとなった。 

⑥ロコモのタイプには、「肥満型ロコモ」と「やせ型ロコモ」があることを示した。「や
せ型ロコモ」は，筋肉量が低下し，フレイルやサルコペニアを合併している割合が高い
く、「肥満型ロコモ」は，ロコモ度テストの結果が悪く，下肢筋力やバランスなどの運
動機能が低下しているという特徴があった。 

 
以上の結果から、ロコモを予防することは、将来のフレイルやサルコペニア、転倒の予防

につながることが示唆された。さらにロコモにはロコモ度による重症度とは別に、「肥満型」
と「やせ型」というタイプが存在し、ロコモの重症度やタイプ別の介入方法の必要性が示さ
れた。 
最後に、研究 2 については、新型コロナウイルスの影響で、研究の実施が遅れたことによ

り、鋭意解析中である。 
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